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C O N T E N T S

株式会社ブイ・テクノロジー
（証券コード：7717）



　当中間連結会計期間における世界の経済情勢について、米
国の外交政策や貿易・関税政策の変化や、米中間の緊張の高
まり等から、先行きの不透明な状況が続きました。
　米国経済は、景気減速への懸念が強まっています。中国は、
景気刺激策の効果は限定的で、物価の低迷が続く中、景気回
復はやや減速しました。わが国経済は、米国の関税政策による
輸出の低迷や、住宅投資の減少が懸念されます。

　同期間の当社グループの受注金額は、173億5千1百万円
（前年同期175億6千1百万円）となりました。また、受注残高
は412億7千1百万円（前年同期323億1千6百万円）となりま
した。

　同期間の当社グループの連結業績につきましては、売上高
は197億4千4百万円（前年同期売上高223億4千5百万円）、
営業損失は3億7千万円（前年同期営業損失1億3千6百万
円）、経常損失は4億6百万円（前年同期経常損失2億7千5
百万円）、親会社株主に帰属する中間純損失は2億3千9百万円
（前年同期親会社株主に帰属する中間純損失2億1千8百万
円）となりました。

　当社グループは、社会課題の解決に資するイノベーション
の創出に取り組み、電子・デバイス産業の発展に貢献する多
様な技術開発を推進しています。

　特に半導体分野では、高性能かつ省エネルギーな半導体
の実現に向け、露光技術や検査技術の高度化に注力していま
す。また、シリコンウェハやフォトマスクといった材料や、半導
体デバイス試作を支える分野においても、高い競争力を有す
る製品技術をグループ内に備えています。

　新たな成長段階を迎える今、これらの技術を結集し、独自
性の高い新製品の創出を通じて、持続的な成長を目指してま
いります。

　一方で、拡大するグループ全体を確かな成長軌道へ導くた
め、ガバナンス体制を一層強化してまいります。株主の皆様に
おかれましては、今後とも変わらぬご理解とご支援を賜ります
よう、お願い申し上げます。

2025年12月

2026年3月期　中間決算のご報告

ごあいさつ

代表取締役  兼  社長執行役員

杉 本 重 人

新製品の市場投入を加速し、
電子デバイス産業の発展に
尽力いたします。
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財務ハイライト（連結）
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2026年３月期中間期の
売上高と利益について

※1 売上高
露光装置の投資が一巡した影響
で、FPD装置事業の売上が減少し
た結果、前年同期比で26億円の
減収となりました。

※2 経常利益
売上減少の影響から、損失は、前年
同期比で1億3千万円拡大しました。

セグメント情報財務ハイライト TOPICS 株式の状況ごあいさつ



半導体・フォトマスク装置事業

　半導体・フォトマスク装置事業においては、関連する設備投資に大きな変更はなく、概ね計画通りに推移しました。
　当中間連結会計期間の当社グループの半導体・フォトマスク装置事業の受注金額は73億4千6百万円（前年同期63億7千
4百万円）、受注残高は170億5千5百万円（前年同期181億6千8百万円）となりました。
　また、連結業績につきましては、売上高は91億4千8百万円（前年同期54億6百万円）、営業利益は4千6百万円（前年同期営
業損失7千4百万円）となりました。

概況

業績および受注高･受注残の推移（百万円）
■売上高　■受注高　■受注残　 営業利益（右軸）
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セグメントの構成

JAC （ジャパンクリエイト）
洗浄、エッチング、真空成膜、他

NSS （ナノシステムソリューションズ）
検査、マスクレス露光

LTJ （リソテックジャパン）
コーデベ/レジスト解析

半導体（シリコンウェハ、他）
LET （エルイーテクノロジー）

DI露光
OHT （オー・エイチ・ティー）

接触・非接触式電気検査
Vテク （ブイ・テクノロジー）

DI露光（海外メーカー協業）

アドバンスドパッケージ・PCB用装置フォトマスク製造装置
Vテク （ブイ・テクノロジー）

検査/欠陥修正/測定/描画

セグメント情報（中間期）
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FPD装置事業
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業績および受注高･受注残の推移（百万円）

　フラットパネルディスプレイ（FPD）装置事業においては、設備投資は一部を除き、概ね計画通りに推移しました。
　当中間連結会計期間の当社グループのFPD装置事業の受注金額は93億4百万円（前年同期104億8千4百万円）、受注残
高は242億1千6百万円（前年同期141億4千7百万円）となりました。
　また、連結業績につきましては、売上高は98億9千5百万円（前年同期162億3千7百万円）、営業損失は3億9百万円（前年
同期営業利益1億7百万円）となりました。

概況

セグメントの構成

VET （ブイ・イー・ティー）
蒸着マスク（Fine Hybrid Mask/他）

CHVT （Xianyang CHVT New Display Technology）
OLED材料の開発・製造・販売

部材・サービス・他
Vテク （ブイ・テクノロジー）

露光/検査/欠陥修正/測定
OHT （オー・エイチ・ティー）

接触・非接触式電気検査

OLED・LCD・他、FPD製造装置

セグメント情報財務ハイライト TOPICS 株式の状況ごあいさつ



　2025年6月13日（金）～6月20日（金）にハンガリーで開催された「ブダペスト世界柔道選手権大会」女子
63kg級個人戦に嘉重選手が初出場し、初優勝いたしました。

　決勝戦までの5つの試合の内、得意の寝技を武器に3つの試合で1本勝ちを収めています。決勝戦は、寝
技が得意な選手同士の対決となりました。パワーのある相手に序盤から苦戦し、延長戦までもつれる展開と
なりましたが、崩れ袈裟固めで有効1を得ての優勢勝ちとなり、金メダルを獲得しています。

　たくさんのご声援を有難うございました。引き続き応援の程よろしくお願いいたします。

嘉重選手が世界柔道選手権2025
ブダペスト大会で優勝しました！

T O P I C S
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株式の状況 （2025年9月30日現在）

◦株式所有者別分布

外国法人等
13.6%

金融機関
17.7%

その他法人
2.7%

金融商品取引業者
6.9%

自己名義株式
4.8%

個人・その他
54.4%

大株主（上位10名）
株主名 所有株式数 持株比率

日本マスタートラスト信託銀行�
株式会社（信託口） 1,255,800株 13.1％

杉本重人 1,174,600株 12.3％

株式会社日本カストディ銀行�
（信託口） 404,138株 4.0％

ＪＰモルガン証券株式会社 179,254株 1.9％

STATE STREET BANK AND 
TRUST COMPANY 505025 154,900株 1.6％

JP MORGAN CHASE BANK 385781 126,071株 1.3％

株式会社ＳＢＩ証券 95,500株 1.0％

楽天証券株式会社 92,500株 1.0％

STATE STREET BANK AND 
TRUST COMPANY 505001 84,689株 0.9％

島根良明 82,600株 0.9％

当社は自己株式484,948株を保有しておりますが、上記から除いております。
また、小数点第2位を四捨五入して表示しております。

株主メモ
▪事 業 年 度 4月1日〜翌年3月31日
▪定時株主総会 毎年6月に開催

▪配当金受領株主確定日 ・期末配当金　3月31日・中間配当金　9月30日
▪株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社
▪特別口座の口座管理機関
・同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

東京都府中市日鋼町1－1
電話　0120－232－711（通話料無料）
郵送先　〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

・同取次所 三菱UFJ信託銀行株式会社　全国各支店
▪上場証券取引所 東京証券取引所　（証券コード　7717）
▪公 告 の 方 法 電子公告とします。但しやむを得ない事由により電子

公告をすることができない場合は日本経済新聞に
掲載します。公告掲載の当社ホームページアドレス
https://www.vtec.co.jp

（ご注意）
1.‌�株券電子化に伴い、株主様の住所変更その他各種お手続きにつきましては、
原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなって
おります。口座を開設されている証券会社等にお問合わせください。株主名
簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。
2.‌�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ
信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機
関（三菱UFJ信託銀行）にお問合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行全国
各支店にてもお取次ぎいたします。
3.‌�未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

◦発行可能株式総数 35,180,600株
◦発行済株式総数 10,057,600株
◦株主数 7,429名

セグメント情報財務ハイライト TOPICS 株式の状況ごあいさつ



社 名 ： 株式会社ブイ・テクノロジー
設 立 ： 1997年10月16日
本社所在地 ： 横浜市保土ヶ谷区神戸町134　横浜ビジネスパークイーストタワー9F

TEL：045-338-1980　FAX：045-338-1781

TOPページはこちら

IR情報はこちら

WEBサイトのご案内
ニュースリリースや各種資料がご
覧 い た だ け る ほ か、新事業や
ESG等の取組みについて多数掲
載しています。ぜひご覧ください。

取締役（監査等委員である取締役を除く）

代 表 取 締 役 杉　本　重　人

取 締 役 神　澤　幸　宏

監査等委員である取締役

取 締 役 若　林　秀　樹

取 締 役 立　山　純　子

取 締 役 小　川　加　織
※�若林秀樹、立山純子、小川加織は社外取締
役です。

執行役員

社長執行役員 杉本　重人

専務執行役員 神澤　幸宏

常務執行役員 水村　通伸

常務執行役員 米澤　　良

常務執行役員 芳賀　一実

執 行 役 員 天日　和仁

執 行 役 員 伊藤　行男

執 行 役 員 大淵　一人

執 行 役 員 菅井　　健

執 行 役 員 羽森　　寛

執 行 役 員 新井　敏成

執 行 役 員 内藤　剛史

執 行 役 員 山㟢　邦明

執 行 役 員 内田　幸一

執 行 役 員 富樫　　工

執 行 役 員 黄　　洪明

https://koekiku.jp
アクセスキー

抽選でギフト券を進呈！

サービス運営会社：株式会社プロネクサス
お問い合わせ：コエキク事務局
koekiku@pronexus.co.jp

を

お聞かせください

みなさまの

株主アンケート

会社概要（2025年9月30日現在）


